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大 野 道 邦
は じ め に
文化社会学の理論的な問題を明らかにするためのアルファかつオメガは文
化システムの概念であると考えられる。本稿では、この概念をめぐって、ソ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自己＝指向(immanent self-regulation and self-direction)の原理と呼ぶのである
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いる。














9部38章のⅡ)“Some Implications of the Principle of Immanent Change”を、第
5 部(社会変動)セクションＢ(安定化と変動の過程)の 5 (“The Principle of
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存在側面と物的なものの不断に変化する生成側面をともにもっており、
欲求や目標は物的なものを霊的なものに従属させながらも霊的であるとともに










































[1937-1941]1962, vol.Ⅱ: 474; vol. Ⅳ: 610)。要するに、科学と文化心性という二つ
のレベルにおける内在的変動は相互に相対的に独立して展開するというこ







[1937]1949: 680 note3=1974-1989: 5-65,注 1 )。いってみれば、価値態度とその表現
様式である活動や所産の具体的な形態との間には有意味的な対応があり、

















































































































































































































































































































的社会学(Cultural Sociology)への移行(大野 2011: ⅱ〜ⅶ)を一つの角度から確認
するものであろう。
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さを指摘している(Parsons[1937]1949: 198-199, 385, 552-553=1974-1989: 2-107-108;
3-119-120; 4-126-127)。
5) 2011年 9 月に、カナダのサスカトゥーン市のサスカチュワン大学図書館のソ
ローキン・コレクション(The Pitirim A. Sorokin Collection)を訪れたが、所蔵の、
パーソンズからソローキンへの行為の構造初版の献辞入りの贈呈本(New










6) ソローキン自身、価値(value)を意味のシステム(the system of meanings)と
している(Sorokin [1957]1985: 644)。
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